



















石となった (時に19歳)１)｡ 更に､ 寛永元年 (1624)
６月越前大野郡大野城 (５万石)､ 同10年４月22日
信濃国安曇筑摩二郡松本城 (７万石) に移り (33歳)､
同15年２月11日出雲国において18万６千石を賜り､
隠岐国において１万８千石を預けられ､ 松江城に住






保16年〈1731〉10月～明和４ (1767) 11月｡ 天明２
年〈1782〉10月歿) の時代まで､ いわゆる御国流で
行なわれてきた｡ だが､ この頃には当藩の放鷹術は
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れている３)｡ 直政も祖父に倣って鷹を放ち､ これを
好んだことは慥かである｡ その出雲移封後の正保４













を窺ってみたい｡ 以下に､ 宮内省式部職編纂 『放鷹』
(昭和６年刊､ 吉川弘文館)､ 宮内庁書陵部編 『和漢
図書分類目録』 (昭和26年刊)を引くが､ 後者は 『目
録』 と略称し､ ｢163/1371, 『目録』､ 795｣ と函／号､
頁を示すことにする｡
２. ｢鷹書｣ 制作 (伝授・相伝を含む) に関わった人物









本 (163/932)､ また､ 同６冊本(163/933)に､ ｢鷹
術達人｣ の一人として ｢慶長十五年比｣ の ｢加藤小
平次
(治)
入道一楽ノ伝書｣ と見える (後述)｡ 彼の関係す
る鷹書に次がある｡
○ 『鷹脉秘書』 加藤一楽 写 (松平) １冊
(163/1371, 『目録』､ 795)






｢鷹脉見様｣ として ｢六脉／ 眼の色､ 毛つや､ 餌
喰､ 揚様､ たふるい､ 肉
(しし)
の善悪｣ のそれぞれにつ








相伝があったことを示す｡ だが､ 加藤一楽は､ 元禄
２年 (1689) に歿している (後述)｡ ｢享保二丁酉
(1717) 仲春吉旦｣ の１行は､ その後の文言であろ












殿｣ という接尾辞のないことが問題となる｡ が､ こ
・
れらは佐次右衛門から某人への相伝時に消去された
かも知れない｡ ｢堀江佐次右衛門｣ とは､ 次項で言
及する ｢古暦｣ と号した人物である｡
○ 『鷹之書抜書』 享和元年／加藤米之助 (松
平) １冊 (163/918, 『目録』､ 793)
原表紙 (灰色・斜め押型文様) の外題に ｢鷹之書
抜書｣ (簽､ 原､ 左)とある｡ 縦22.3㎝､ 横16.1㎝｡
袋綴､ 楮紙｡ 18丁､ １面８行｡ 漢字平仮名・片仮名
交じり文｡ 『放鷹』 に､ ｢○加藤一楽鷹之書抜書 一
／天和二年 (1682) 五月加藤一楽より堀江助八へ送



















｢堀江助八殿｣ とは､ やはり､ 堀江佐次右衛門で
あろう｡ 天和２年一楽から佐次右衛門への相伝がな
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されたらしい｡ 享和元年 (1801) の ｢酒井栄之助｣
とは､ 松江藩御鷹方を勤めた酒井 (式右衛門) 家の
４代目酒井真十郎周成をいう (文政９年９月歿)｡
｢助八｣ ｢栄之助｣ といった名は通称である｡ ｢加藤
米之助｣ とは､ 一楽の後裔で､ 年代､ また､ 推測さ
れる職種からして６代目加藤小平治の弟良助 (７代
目加藤小平治の美濃衛の叔父) と比定される｡ 寛政



















年 (1633) ４月であり､ 出雲に移封されたのは同15
年２月11日であった｡ 召出されたのは､ この間であ
る｡ また､ 双行細字注には､ ｢御鷹頭従二富田／久助




































(都合300石)､ 天和２年隠居し (号一楽､ 隠居料100
石)､ 元禄２年 (1689) ９月12日出雲で歿した｡
嫡子小平治 (２代目) は､ 生国出雲､ 承応元年





され､ 父歿後の隠居料100石を下されたが年号月日不知 ､ 後
に故あって改易となった｡ 弟彦坂与三右衛門一楽３男は､
兄平左衛門へ下され来たった20石５人扶持を下され
たが､ 後に故あって改易となった年号月日不知 ｡] 元禄８年
(1695) ２月出雲にて歿した｡ ３代目加藤久次郎は､
生国出雲､ 元禄八年月日不知父の遺跡を相違なく200石下
されたが､ 後､ 難治の病気となり､ 翌年月日不知願出て返
上し､ 引き籠もり､ 宝永２年月日不知出奔した｡
その嫡子加藤小平治 (４代目) は､ 生国出雲､ 元
禄９年月日不知父の家督御合力米100俵を下され于時七歳御留守
居番組へ組入れ､ その後､ 大御番組へ組替｡ 正徳元
年８月朔日御扈従番組へ組替､ 御供廻｡ 翌２年３月
17日､ 享保５年３月12日､ また､ その後､ 両度年号月日不知 ､
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明和４年閏９月21日古免通り米100俵に成し下され
た｡ (略) 寛政３年４月15日出雲で歿した｡





げられ､ 小平治も100俵 (400斗) から270斗に減俸
されたのである｡ 明和４年 (1767) 閏９月､ もとの
俸禄に復した｡ 第６代藩主宗衍の時のことである｡
加藤家の記録は､ 以後､ 10代目 (慶応２年12月)
まで続くが､ ６代目加藤小平治 (文政８年７月26日
歿) の弟良助は､ 治郷治世下の寛政７年 (1797) ７
月６日御鷹方見習となり､ 文化９年11月18日御鷹方
見習として出精するにつき３人扶持を下された｡ 斉
恒の代､ 文政３年 (1820) ２月21日御鷹方頭取とな
り､ 斉貴の代となった同７年６月16日笠原弾内 (嗣
子なく病死) の名字相続 (遺跡10人扶持) を仰付け
られ､ 11代目笠原良助となる｡ この家は､ 元祖を笠
原半助〈本国・生国共長門〉といい､ ｢寛永十七庚
辰年月日不知於江戸 直政様江為御扈従被召出之､ 新知百
五十石被下之｣ と記録されている｡ 笠原良助は､ 同
12年12月６日鷹術指南役となり､ 御鷹御用で江戸表
にも往復した｡ 天保４年 (1833) 10月３日歿した｡
12代目笠原良助は､ ６代目酒井弾助の弟忠次郎を養














次右衛門 写 (松平) １冊
(163/1191, 『目録』､ 792)
原表紙 (藍色､ 龍・亀甲文様)・原題簽 (左) に
｢鷹之書 全｣ とある｡ 表紙の次の料紙に ｢鷹ノ手引
書｣ (墨書､ 旧内題ヵ) とあるが､ 今､ 表紙に接着
されて表に見えない｡ 縦25.0㎝､ 横18.0㎝｡ 袋綴､
楮紙｡ 墨付８丁｡ １面８～９行｡ 漢字平仮名交じり
































自筆 (松平) １冊 (163/920, 『目録』､ 785)
原表紙 (薄い藍色､ 無地) の外題 (直､ 後､ 左)・
内題・尾題に右のようにある｡ 内題下には ｢堀江氏
編輯｣ ともある｡ 縦25.4㎝､ 横17.1㎝｡ 袋綴､ 楮紙｡








とある (この後､ 10丁ウ､ 及び､ 11､ 12丁相当部は
刃物で切り取った形跡がある)｡ 享保10年､ 左次右
衛門から永井平次に相伝したものらしい｡ ｢永井平










○ 『鷹脉秘書』 加藤一楽 写 (松平) １冊
(163/1371, 『目録』､ 795)
○ 『鷹之書抜書』 享和元年／加藤米之助 (松
平) １冊 (163/918, 『目録』､ 793)
これらは先の ｢加藤一楽｣ の条で言及した｡
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○ 『羽合寄方等抜書』 写 (松平) １冊
(163/1336, 『目録』､ 797)
表紙・題簽肩に ｢堀江佐次右衛門之鷹書歟｣ とあ
る｡ 松江藩士の手になるか｡ 羽合､ 拳､ 身の堅めや
う等､ 18ヶ条を説く (『放鷹』､ 541頁)｡
さて､ 『列士録』 によれば､ 堀江佐次右衛門の父




人物) で､ 兄又兵衛 (本国不知､ 生国出雲) は､ 万
治元年 (1658) 直政に御鷹方見習を仰付けられ､ 天
和２年20石５人扶持で御留守居番組に御取立となり､































３日願出て隠居し ｢古暦｣ と号し､ 翌年８月５日出



















ところで､ 先にも触れた 『鷹術部類書』 という書
は書陵部に３本所蔵されている｡ これは､ ｢鷹術達
人｣ の所説を収集､ 整理した鷹術の部類書で､ 『放
鷹』 にも詳しく解説されている (587頁)｡ 元文５年
(1740) 10月の序をもつが､ 編者は未詳である｡ Ａ
本は､ 『鷹術部類書』 ６冊 (163/933) で､ 語類・
法義・薬方の３部から構成され､ それぞれを上下に
分かって６冊仕立てとする｡ 完本であろう｡ Ｂ本は､
『鷹術部類書』 ４冊 (163/932) で､ これは薬方の
部 (２冊) を欠く｡ Ａ､ Ｂ２本は､ 表紙 (紺色､ 草
花の押型文) も寸法 (縦25.4㎝､ 横18.1㎝) も同じ
である｡ Ｃ本は､ 『鷹術法儀之巻下』 １冊 (163/
1242) で､ これは法義の部の下冊だけの零本らしい｡




２ 文明十八年 (1486) ノ比
３ 江崎山城入道ノ伝書
４ 永正三年 (1506) 比
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５ 雀部藤右衛門入道宗淵ノ伝書

















数)｡ 人名の部分には朱引､ 年号や ｢伝書｣ の２字











本書は､ 右のような ｢鷹術達人｣ の伝書を引用し
ながら編述されている｡ その際､ 多く､ ｢依田氏云｣
｢野間安心曰｣ のような形で引用されている｡ とこ
ろが､ ひとり堀江佐次右衛門の伝書については ｢堀





３) 永井六之助､ 永井平治､ 赤井角兵衛
｢永井六之助｣ の関係から見ていこう｡
○ 『鷹以呂波』 赤井角兵衛 享保８年写／永
井平治 (松平) １冊 (163/1339, 『目録』､ 786)
原本の外題は､ ｢鷹いろは｣ (原表紙・濃紺､ 後題
簽､ 左)とある｡ 全18.5丁｡ 奥に､ ｢右之鷹以呂波一
巻者永井六之助書也／赤井角兵衛伝之而今亦授予､
依写／焉者也 ／于時享保八癸卯二月日 永井平治[ ](花押)｣
(19丁オ) とある｡ この裏面は､ 意図的に切除した
ようだが､ 何か書いてあったのかも知れない｡ 花押
は本来のもので模写ではない｡ 永井六之助の成書
『鷹いろは』 は､ 赤井角兵衛之に伝へられ､ 享保８
年 (1723) ２月永井平治の伝写するところとなった｡
内容は､ 鷹のなづけ方を手ほどきするもので､ 『放
鷹』 に､ ｢鷹のなつけ飼様､ ひねり教へやう､ 引鳥
を使ふやう､ 口餌､ 野守鏡等のことを説く｡｣ (544
頁) と解説される｡
さて､ ｢永井六之助｣ とは､ ２代目永井六之助の














不知新知100石､ 以後､ 100石加増､ また､ 50石加増さ
れ､ 都合250石を下された｡ 元禄10年５月29日願い
出て隠居が許され､ 隠居料100石を下された｡ 号養
花｡ 同14年 (1701) ９月２日出雲で歿した｡
元祖が ｢六之助｣ を名乗らなかった証はないが､
ここは２代目永井六之助を考えておきたい｡ ｢永井
六之助｣ は､ 以後､ 11代目まで続き､ 明治を迎える
が､ これらの代と御鷹方との関係は認められない｡
次に､ ｢赤井角兵衛｣ であるが､ これは元祖赤井
角兵衛か２代目赤井角兵衛か､ ２人の内､ いずれに
該当するか､ はっきりしない｡ 『列士録』 によれば､
元祖赤井角兵衛は､ 本国丹波､ 生国摂津といい､ 寛
永19年月日不知直政に雇用され､ 御鷹匠を勤めた｡ 彼は､




















られた｡ 貞享元年 (1684) 12月25日御取立､ 金３両
５人扶持を下され､ 御留守居番組へ組入れられた｡





11年 (1726) 正月15日出雲にて死去した｡ 以後､ ３
代目赤井角兵衛・４代目赤井久右衛門も御鷹方に勤




○ 『大鳥肉当テ秘密伝 全』 古谷定右衛門 写





は､ 寛政９年 (1797) ８月これを赤井角兵衛に伝え
たというものである｡ 菊川も松江藩御鷹方の武士で




次に､ ｢永井平治｣ とは､ 享保８年という書写年
次からして､ その４代目の永井平治､ 即ち､ 永井庄
左衛門をいうのであろう｡ 『列士録』 によれば､ ｢元
祖 永井平治｣ の元祖は永井平之丞〈本国信濃､ 生
国出雲〉という｡ 平之丞は､ 永井勘左衛門 (元祖)







大坂の御使者も勤めた｡ 延宝３年 (1675) 月日不知江戸勤
番を仰付けられ､ 姉崎御鷹場へ罷り越す御用を勤め
た〈この年､ 御鷹場は幕府に返上する〉｡ また､ 御
番方､ 豊姫様江戸御供､ 掛合在番 (19年間) を勤め､
享保２年８月16日願い出により隠居を仰付けられた｡
号楽睡｡ 同５年 (1720) ５月15年出雲にて歿した｡
この家督は､ 享保２年８月16日２代目永井庄左衛
門が嗣いだ (20石５人扶持・御留守居番組組入)｡
鉄炮御用､ 唐船御用として勤めたが､ 同14年 (1729)
正月25日出雲にて病歿した｡ 亡兄の病中願い置きに
より､ 同年３月18日永井勘六 (元祖平之丞の２男)













明４年７月26日出雲にて歿した｡ 以下､ ５代目､ ６






加藤一楽の条に ｢永井五之助｣ とあるのも､ また､
｢堀江佐次右衛門｣ の条にあげた書陵部蔵 『真要集』
１冊 (163/920) の奥に ｢享保十乙巳年／ 永井
平次
(ママ)
殿へ｣ とある ｢平次｣ も右４代目永井庄左衛門
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をいう｡
４) 野間善兵衛入道安心
｢野間善兵衛入道安心｣ は､ 直に ｢鷹書｣ の制作
に関わったわけでなく､ ｢鷹書｣ の中に ｢鷹術達人｣
として見える人物である｡ 即ち､ 先に言及した宮内
庁書陵部蔵 『鷹術部類書』 ４冊 (163/932､ 『目録』､
799) の第２冊 (語類下) の奥に､ ｢鷹術達人｣ の１






やはり､ 松江藩の人物かと推測される｡ しかし､ 松
江藩 『列士録』 に､ このような記録をもつ人物を見








石被下之､ 都合七百石､ 御徒頭被仰付年号月日不知 ｣ 云々と
見え､ 後､ 御扈従御番頭役､ 大御番頭役を勤め､ 寛
文５年 (1665) 隠居 (隠居料300石)､ 久夢と号し､
同７年正月７日出雲で歿した｡ 明確な文言はないが､
この ｢一新知百五拾石被下之…｣ 以下は､ 〈松平直
政に仕えた〉後の人事記録となろう｡





げた (越前家第３隊)｡ 祖父家康は､ その功を賞し






『東武実録』 巻10)｡ 翌寛永元年６月､ 越前大野５万
石に加増移封され､ 同３年８月19日侍従に任じられ
た｡ 同10年４月には信濃国安曇・筑摩両郡で７万石





用された｡ ｢御鷹方｣ 関係でも､ 加藤一楽､ その他
のように､ 寛永年中 (1624～1643) から召出された
例が目立つ｡ 右の初代善兵衛は､ この頃､ 直政に召
抱えられた可能性がある｡ 善兵衛の縁者 (あるいは､
兄か) に ｢元祖 野間久大夫〈本国尾張､ 生国越
前〉｣ がおり､ これも ｢寛永年中年月日不知 於越前大野
／直政様江被召出米百俵被下格式等不相知｣ と 『列士録』 にあ
る｡
初代善兵衛の嫡子〈生国出雲〉は､ ｢明暦２年






勤方等不知､ 貞享２年 (1685) ７月４日武蔵で歿した｡
直政 (寛文６年２月歿) 晩年に父と共に仕えたらし
い｡
こうして､ 当面の ｢野間善兵衛入道安心｣ は､ 初
代善兵衛か､ ２代目善兵衛かに比定し得るのではな
いかと考えられる｡ もっとも､ 前者は ｢号久夢｣ と
いい､ これが ｢入道安心｣ と抵触するのではないか
・・
との問題がある｡ 一般の号と道号・法名とは必ずし




雲〉は､ 藩主第６代宗衍､ 第７代治郷､ 第８代斉恒
の代に御右筆､ また､ ｢入木道持明院家御門弟ニ被仰
付｣ (寛政７年８月)､ ｢手跡并書式指南｣ を務めた人


















などをも務め､ 文化５年 (1808) 10月11日出雲にて
歿した｡ 入木道持明院家は､ 『鷹経弁疑論』 『新修鷹
経』 などの書写本を遺した持明院基春 (天文４年
〈1535〉歿､ 享年82歳) を祖とする｡ 放鷹関係の書
籍類を書写している可能性もあろう｡












譜』､ 忠右衞門に作る〉は､ 東照宮 (家康) に仕え､
天正18年関東御入府に伴って武蔵国豊嶋郡の内に采











られ､ 同６年２月歿した (享年55歳､ 法名道忠)｡
３男は重起〈権兵衛〉､ ４男は重成〈野間金三郎成






なる｡｣ との注記がある｡ この ｢松平出羽守｣ とは､
年代から推して叙任後の松平直政のことと見られ
(元和５年６月従５位下出羽守叙任)､ とすれば､ こ




『家譜』 から分けられたのであろう｡ 但し､ 『列士録』

















み､ 明暦２年９月17日歿した (享年56歳)｡ 弟正道
は駿河大納言忠長卿に､ 同正勝は尾張大納言義直卿
に仕えた｡ 政成の嫡子正利〈与五右衞門〉は､ 正保
元年家光に拝謁し時に一二歳､ 明暦２年 (1656) 12月21日
遺跡を継ぎ､ 戸田久助が支配となった｡ 万治元年
(1658) ７月６日歿 (享年26歳)｡ この ｢戸田久助｣
とは､ 秀忠に近侍して御鷹匠頭 (千駄木組) を勤め
た戸田久助貞吉13) をいう (既出)｡ 嫡子正信〈市之
助､ 藤右衞門〉は､ 万治元年閏12月18日遺跡を継ぎ
時に














人物を見てきた｡ こうした ｢鷹書｣ 類が成立するに
は､ まず､ それなりの人的環境が必要である｡ 彼ら
の背後にはどのような人物がいたのであろうか｡ 検
討資料が乏しく､ この全体像については未だ十分に
把握できないが､ 『列士録』 により､ 直政時代の御
鷹方として管見に入ったところをあげてみよう｡






人扶持被下之寛永二十御取立 ｣ と記録され､ 慶安２年７月朔日
出雲にて歿した｡ ２代目五左衛門は､ 父とは別に御
三保サト子 三保忠夫：松江藩松平直政時代の鷹書と鷹匠 － 39 －
鷹匠として召出され年号月日不知､ 慶安２年月日不知御取立てとなっ





｢楢崎作右衛門｣ は､ ｢楢崎七兵衛 八拾石 役組








不知 ｡ 同15年月日不知新知100石､ 万治元年月日不知父遺跡200石






り月日不知､ 元禄12年４月21日出雲で歿した｡ 以下､ 11代
目作右衛門までの記録があるが､ 御鷹方には関与し
ていない｡











付けられ､ 同14年８月４日歿した｡ 以下､ ８代目平
大夫までの記録があるが､ 御鷹方には関与していな
い｡
｢井上仁右衛門｣ は､ ｢井上織衛｣ 家の元祖で､ 本
国不知､ 生国出雲といい､ 万治２年 (1659) ９月10












｢酒井与五右衛門｣ は､ ｢酒井祖左衛門 弐拾四石五人扶持 組
付｣ 家の先祖で､ 生国信濃という｡ 寛永七年月日不知信濃







｢永井六之助｣ の父 ｢元祖永井勘左衛門｣ は､ 本





















年月日不知 ｢御鷹二居拝領之､ 且又出雲郡平田大川筋､ 不
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第50号(2012年)－ 40 －
















平和の打ち続く時代において､ 鷹狩 (放鷹) は､
猟師の生業は別として､ 誰にでも許されてはいなかっ





らる｡｣ (『徳川実紀』､ 第８篇､ ｢有徳
(吉宗)
院殿御実紀｣





寛政12年11月２日｡ 同､ 446頁) といった記事が目










る 『鷹図絵馬』 一対が所蔵されている｡ 向かって右
側の絵は､ 左向きの白鷹〈大緒は白・赤〉を背面か
ら､ また､ 左側の絵は､ 右向きの鷹〈同､ 赤・緑〉
を正面から描いた ｢架鷹｣ の板絵である｡ 共に､
｢奉掛八幡大菩薩御宝前｣ (上部に横書)､ ｢寛永歳
舎庚辰月吉祥 日／ 刺史敬白｣ (前者は右端













る｡ 絵師は､ 狩野永雲 (元禄10年〈1697〉正月６日
武蔵にて歿) では若過ぎる｡ 彼も鷹絵に委しかった
はずであるが､ 年代的にはその１､ ２世代前の筆に






いるが､ しかし､ こうした絵については､ ｢鷹絵｣
｢架鷹｣ という観点からの分析が必要である｡ これ
らは単なる鷹を描いたものでなく､ 希代の逸物､ ま
たは､ 愛鷹を写したものである｡ 鷹の能力､ 相､ 羽
の符､ 体形などには一定の､ あるいは､ それなりの
評価の基準があり､ それを満たした故のこの鷹絵で
ある｡ 勿論､ 鷹の個体上のことばかりではない､ そ
れに付随する問題もある｡ 鷹の据え様､ 大緒の繋ぎ
様・結び様､ 色合い､ 架のしつらい・幕､ その他､
作法・儀礼に従って描き､ 筆を運んだものが鷹絵で
ある｡ 我々は､ それを見究め､ 読み解かなければ､
鷹絵を理解したことにはならない｡ 口承も失せ､ 伝
承も乏しくなった現在､ こうした諸問題を解きほぐ
すには ｢鷹書｣ 類に依拠する他はない｡ ｢鷹書｣ と




１) 『新訂増補国史大系 徳川実紀』 の ｢台徳院殿
御実紀｣ 巻51､ 元和５年12月是月の条｡
三保サト子 三保忠夫：松江藩松平直政時代の鷹書と鷹匠 － 41 －
２) 斎木一馬､ 他校訂 『徳川諸家系譜 第４』 (1984
年､ 続群書類従完成会) 所収 ｢越前家支流 松江
松平｣ の系譜第２部には､ 寛永15年戊寅２月11日
移封出雲国18万６千石､ 且管隠岐国(１万８千石)
之事とあり (129頁)､ 古川貞雄氏 (注６文献､ 『信濃』 19巻６号 ) は
｢直政の出雲へ向けての松本城出発は三月二日か
三日のことであったとしてよい｡｣ とされる｡
３) 山名隆弘 ｢徳川家康と鷹狩｣､ 『国学院雑誌』 82
巻４号､ 昭和56年｡ この他､ 多くの論著がある｡
４) 『内閣文庫蔵諸侯年表』 (1984年初版・1989年再
版､ 東京堂出版､ 754頁)｡ 第３代藩主綱近の延宝
３年 (1675) ７月16日に返上したともある｡ 天和
年間 (1681～1684) には御鷹師頭小栗長右衛門正
直の管轄となった (根崎光男著 『江戸幕府放鷹制
度の研究』､ 2008年１月､ 吉川弘文館､ 137頁)｡
なお､ この地は､ 直政の旧領地であった｡
５) 根崎光男著 『江戸幕府放鷹制度の研究』､ 2008
年１月､ 吉川弘文館｡ 92頁､ 137頁｡
６) 直政の初期家臣団については､ 古川貞雄 ｢松江
藩初期家臣団の拡大過程―信濃松本との関係を中
心に― (一)｣ ・ ｢同 (二)｣ (信濃史学会編 『信
濃』､ 第19巻第６･７号､ 1967年６､ ７月) 参照｡









昭和54年､ 歴史図書出版､ 128頁) と説明される｡
８) 編集顧問高柳光寿､ 他 『新訂寛政重修諸家譜』､ 第
14､ 昭和40年 (平成３年第６刷)､ 続群書類従完
成会｡ 333頁､ 351頁以降｡ また､ 『放鷹』､ 110頁)｡
９) 『放鷹』 には､ ｢○真要集 一／ 鷹始のことよ
り大鷹仕懸くること､ 鷂､ 巣鷹､ 入掛一大事なる
こと､ (中略) 鷹薬飼までのことを誌す｡ 宝永六
年 (1709) 堀江佐次右衛門の編｡｣ とし､ ｢新益柳
営秘鑑｣ 10巻､ 以下のことを述べる｡
10) 松原定右衛門 (３代目) につき､ 『列士録』 に
よれば､ 次のようにある｡ 即ち､ 彼の生国は出雲
で､ 元禄３年８月19日父家督100石を下され､ 大
番組に組入れられた｡ 同４年３月12日大御番組筆





後､ 50石加増 され､ 万治元年12月25日出雲で死
去｡
11) 三谷権太夫 (元祖) は､ 三好長基の長子半助
(月照院の同母兄) の子で､ 祖母 (長基の妻)､ 及
び月照院に養われ､ 常に松平直政の傍らで成長し







られ､ 都合3770石､ 内770石与力を下され､ 御家




12) 高柳光寿､ 他編集 『新訂寛政重修諸家譜』 第15､
昭和40年９月 (平成３年､ 第６刷)､ 344頁｡
13) 『新訂寛政重修諸家譜』 第14 (351頁) による｡ 但
し､ 戸田久助貞吉は､ 承応元年 (1652) 10月14日









歿｡ 年代上､ この正吉をその ｢戸田久助｣ 候補と
考えてもよいが､ 正吉は ｢七之助｣ と称して ｢久
助｣ と称したという記録はなく､ 明暦２年にはま
だ御鷹匠頭となっていない｡ 当面の 『新訂寛政重修
諸家譜』 は､ 事実 (戸田久助貞吉の歿年時) より
遅れた形で記されているのであろう｡
14) 猿田量 ｢平浜八幡宮 『鷹図絵馬 (一対)』 に関
する考察―松平直政の奉納動機について―｣､ 『島
大学教育学部教育学部紀要 (人文・社会科学)』､
第27号第２号､ 1996年３月｡
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第50号(2012年)－ 42 －
